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	ブルガダ症候群とは1990年代にはじめて報告された症候群であり、安静時に特徴的な右側胸部誘導のST上昇といった心電図波形を示し、致死性不整脈を来す疾患群です。現在の治療では、心室細動が確認されている症例では植込み型除細動器（ICD）を埋め込み突然死の予防を図りますが、突然死の家族歴や失神を有し、電気生理学的検査によって心室細動が誘発されるようなハイリスクの症例でもICDの植込みが考慮されます。また抗不整脈薬による治療も試みられていますが、不整脈をコントロールできない場合にはカテーテルアブレーションによって不整脈の抑制を試みる報告がなされるようになっております。これまでの報告では急性期の抑制効果が報告されていますが、長期的な予後を示した報告はありません。当院でも心室細動の起源となり得る心室期外収縮が頻発したブルガダ症候群に対してカテーテル治療を行った症例を経験しており、本研究の目的はカテーテル治療によってより長期的な予後の改善が得られたかを検証することです。本研究は東北大学大学院医学系研究科長の許可を受けて実施されます。

